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駒
澤
大
學
禪
硏
究
所
年
報
第
三
十
三
號
　
二
〇
二
一
年
十
二
月

一
、『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
に
つ
い
て

　

別
稿
「『
正
法
眼
蔵
』
の
漢
訳
者
、
陸
鉞
巖）

1
（

」
で
は
、
陸
鉞
巖
（
一
八
五
五
〜
一
九
三
七
）
の
経
歴
と
鉞
巖
が
『
正
法
眼
蔵
』
等
の
漢
訳
に
取
り
組
ん
だ

背
景
を
と
り
あ
げ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
漢
訳
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』（
一
九
二
〇
年
）
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
は
、「
高
祖
承
陽
大
師
真
像
」、
義
雲
の
序
、
穏
達
の
「
彫
刻
永
平
正
法
眼
蔵
縁
由
」
と
「
彫
刻
永
平
正
法
眼
蔵
凡
例
」、
鉞
巖
の
「
正

法
眼
蔵
布
鼓
例
言
」
と
「
布
、
参
、
両
釈
対
照
（
其
一
、
其
二
）」、
穏
達
「
永
平
正
法
眼
蔵
巻
目
列
次
」
か
ら
成
る
首
巻
に
始
ま
り
、
九
十
五
巻
本
の
『
正

法
眼
蔵
』
本
文
を
漢
訳
し
た
巻
壹
か
ら
巻
六
ま
で
の
袋
と
じ
の
和
装
本
だ
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
年
）
刊
行
の
本
山
版
に
基
づ
い
た
も
の
だ
が
、
冒
頭

に
「
高
祖
承
陽
大
師
真
像
」
と
題
し
て
本
妙
寺
の
肖
像
画
、
そ
の
裏
に
「
認
是
為
真
真
為
甚
是
挙
是
為
非
為
甚
待
真
恁
么
見
得
掛
空
何
是
身
牆
壁
未
全
心　
　

道
元
自
題　
（
角
朱
印
）」
と
い
う
自
讃
を
載
せ
、さ
ら
に
鉞
巖
の
「
正
法
眼
蔵
布
鼓
例
言
」
と
「
布
、参
、両
釈
対
照
（
其
一
、其
二
）」
を
挿
入
し
て
い
る
。

こ
の
自
讃
の
テ
キ
ス
ト
は
、
卍
山
本
に
依
る
。

　

古
書
店
か
ら
購
入
し
た
筆
者
の
所
蔵
本
は
、
各
巻
の
裏
表
紙
に
「
賜
天
覧
」
と
い
う
横
書
き
の
大
き
な
朱
印
、
そ
の
下
に
「
訳
者　

寄
贈
」
と
い
う
縦

書
き
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
各
巻
の
本
文
の
冒
頭
頁
の
上
部
に
は
「
曹
洞
宗
第
一
中
学
林
図
書
」
と
い
う
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鉞
巖

が
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
る
東
京
の
曹
洞
宗
第
一
中
学
林
に
鉞
巖
が
寄
贈
し
た
も
の
だ
。
終
巻
と
な
る
巻
六
末
尾
の
奥
付
で
は
、「
大
正
九
年
九
月
拾
日
印
刷　

大
正
九
年
九
月
拾
五
日
発
行　

非
買
品
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
著
訳
兼
発
行
者
」
と
い
う
肩
書
き
の
下
に
「
愛
知
県
名
古
屋
市
南
区
熱
田
新
宮
坂
町　

円

通
寺
」
在
住
と
し
て
陸
鉞
巖
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
左
隣
に
は
「
著
訳
書
写
助
筆
代
表
者
」
と
い
う
肩
書
き
の
下
に
「
愛
知
県
名
古
屋
市
南
区
熱

田
新
宮
坂
町　

円
通
寺
僧
堂
安
居
」
と
し
て
斎
賀
信
彦
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
同　

上
」
と
し
て
東
憲
英
の
名
、「
印
刷
者
」
と
し
て
同
じ
く
「
愛
知
県
名
古

陸
鉞
巖
の
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
│
そ
の
漢
訳
の
特
質
│石　

井　

公　

成
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屋
市
南
区
熱
田
新
宮
坂
町　

円
通
寺
僧
堂
安
居
」
と
し
て
山
田
喜
参
の
名
が
記
さ
れ
、「
印
刷
所
」
は
名
古
屋
市
の
秀
文
社
、「
発
行
所
」
は
円
通
寺
認
可

僧
堂
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
大
正
十
一
年
一
月
十
一
日　

寄
贈　

陸
鉞
巖
氏
」
と
裏
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
の
原
稿
本
を
見
る
と
、

奧
書
で
は
陸
鉞
巖
と
い
う
名
だ
け
が
や
や
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
下
に
付
箋
が
貼
ら
れ
、「
陸
鉞
巖
ノ
文
字
モ
殊
ニ
大
キ
ナ
ル
字
ニ
ア
ラ
ス
並
々

ノ
文
字
ニ
テ
ヨ
シ
」
と
指
示
し
て
お
り
、刊
行
本
で
は
人
名
は
す
べ
て
同
じ
大
き
さ
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、鉞
巖
の
人
柄
を
示
す
も
の
だ
。
な
お
、

奥
付
で
は
「
大
正
九
年
九
月
拾
五
日
発
行
」
と
な
っ
て
お
り
な
が
ら
、駒
大
図
書
館
所
蔵
本
が
「
大
正
十
一
年
一
月
十
一
日　

寄
贈
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

宮
中
や
両
本
山
な
ど
へ
献
上
し
、
宮
中
で
嘉
納
さ
れ
た
後
に
、「
賜
天
覧
」
の
朱
印
を
裏
表
紙
に
押
し
て
曹
洞
宗
の
諸
寺
院
や
駒
大
図
書
館
・
曹
洞
宗
第
一

中
学
林
な
ど
に
寄
贈
し
た
た
め
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、筆
者
の
所
蔵
本
で
は
、首
巻
の
末
尾
に
本
文
よ
り
や
や
小
ぶ
り
の
二
丁
の
別
紙
に
印
刷
し
た
「
正
法
眼
蔵
布
鼓
の
次
第
」
が
綴
じ
込
ま
れ
て
お
り
、

し
か
も
「
正
法
眼
蔵
布
鼓
の
次
第
」
と
そ
の
背
後
の
紙
に
重
な
る
割
印
の
形
で
「
契
」
と
い
う
朱
印
が
上
と
下
に
押
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
う
し
て
も
読

ん
で
も
ら
い
た
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
こ
の
「
正
法
眼
蔵
布
鼓
の
次
第
」
で
は
、
本
書
刊
行
に
つ
い
て
は
本
文
の
「
例
言
」
と
「
後
語
」
で
述
べ
た
が
、
簡

単
す
ぎ
た
た
め
、
こ
こ
で
刊
行
の
背
景
を
述
べ
る
と
し
て
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、『
参
註
』、
す
な
わ
ち
『
正
法
眼
蔵
』
の
漢
訳
お
よ
び
注
で
あ
る
瞎
道
本
光
の
『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参）

2
（

』
の
杜
撰
さ
の
批
判
だ
。
た

だ
、
漢
訳
を
試
み
た
こ
と
に
つ
い
て
は
高
く
評
価
し
て
お
り
、
ま
た
本
光
の
遺
命
を
奉
じ
、
四
十
年
後
に
自
財
に
よ
っ
て
本
書
を
刊
行
し
た
弟
子
の
甫
天

俊
昶
刊
行
の
功
績
に
つ
い
て
も
賞
賛
し
て
い
る
。
永
平
寺
で
毎
朝
、
功
勳
の
あ
っ
た
人
々
に
誦
経
迴
向
す
る
際
、
月
舟
宗
胡
、
卍
山
道
白
、
天
桂
伝
尊
、
面

山
瑞
方
、
指
月
慧
印
な
ど
と
と
も
に
本
光
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
俊
昶
に
つ
い
て
も
顕
彰
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
ほ
ど
だ
。
こ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
鉞
巖
も
そ
れ
に
な
ら
い
、
出
版
社
に
編
集
・
校
正
を
任
せ
て
書
店
か
ら
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
数
多
い
漢
訳
書
を
す
べ
て
自
力

で
編
集
・
校
正
し
て
自
坊
の
円
通
寺
か
ら
刊
行
し
た
の
だ
ろ
う
。

二
、「
正
法
眼
蔵
布
鼓
例
言
」

　
「
正
法
眼
蔵
布
鼓
例
言
」（
以
下
、「
例
言
」
と
略
す
）
で
は
、『
正
法
眼
蔵
』
は
、
承
陽
大
師
の
「
法
身
舎
利
」
で
あ
っ
て
、
国
字
に
よ
っ
て
禅
源
を
探
っ
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て
執
見
を
破
り
、
あ
ら
ゆ
る
経
典
の
「
妙
義
」
を
究
め
、
単
伝
の
「
正
旨
」
を
直
指
し
た
も
の
と
述
べ
、
曹
洞
宗
の
命
脈
は
こ
の
書
に
か
か
っ
て
い
る
と

断
言
し
、
こ
れ
を
漢
訳
し
て
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
と
名
付
け
る
と
説
い
て
い
る
。

　

で
は
、『
正
法
眼
蔵
』
が
至
高
の
書
な
の
か
と
い
う
と
、
続
け
て
、
国
字
を
も
っ
て
諄
々
と
説
い
て
い
る
点
は
『
伝
光
録
』
と
「
一
如
」
で
あ
っ
て
世
間

で
い
う
「
姉
妹
編
」
だ
と
し
、「
倶
ニ
洞
宗
ノ
命
脈
繋
在
ノ
書
為
リ）

3
（

」（
十
二
右
）
と
述
べ
、
本
書
を
閲
す
る
者
は
『
伝
光
録
』
と
「
駢
覧
」
す
べ
き
だ
と

説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
伝
光
録
』
を
重
視
し
て
『
正
法
眼
蔵
』
と
同
列
の
書
と
み
な
す
の
だ
。
こ
れ
は
、
鉞
巖
が
『
伝
光
録
』
を
尊
重
し
て
刊
行
し

た
仏
洲
仙
英
（
一
七
九
四
〜
一
八
六
四
）
の
弟
子
で
あ
る
仙
受
の
法
嗣
で
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う）

4
（

。
た
だ
、
こ
う
し
た
両
祖
尊
重
の
姿
勢
は
、
鉞
巖
が
『
正

法
眼
蔵
』
だ
け
に
打
ち
込
ん
だ
の
で
は
な
く
、『
伝
光
録
』
の
禅
宗
理
解
に
よ
っ
て
『
正
法
眼
蔵
』
を
解
釈
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
だ
。

　

な
お
、「
布
鼓
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
説
明
が
な
い
。「
布
鼓
」
は
、
皮
で
な
く
布
を
貼
っ
た
鼓
で
あ
っ
て
音
が
鳴
ら
な
い
た
め
、
世
間
に
響
き
渡
ら
な

い
も
の
の
例
と
し
て
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
禅
の
語
録
に
も
見
え
て
い
る
。
自
ら
の
漢
訳
を
書
店
で
宣
伝
し
て
販
売
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
鉞
巖
は
、
謙

遜
の
意
で
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、「
布
鼓
」
を
書
名
に
用
い
た
有
名
な
例
は
、
臨
済
禅
中
興
の
祖
で
あ
る
白
隠
慧
鶴
の
仮
名
法
語
、『
布
鼓
』
で
は

な
か
ろ
う
か
。
世
間
に
広
く
知
ら
れ
た
白
隠
の
こ
の
書
を
、
鉞
巖
が
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
「
例
言
」
で
は
、
続
い
て
高
祖
道
元
の
入
宋
に
つ
い
て
語
り
、
天
童
山
に
掛
錫
し
た
際
、
戒
臘
に
依
ら
ず
に
新
到
の
末
席
に
列
せ
ら
れ
た
た
め
、
道
元
が

抗
議
し
て
寧
宗
皇
帝
に
上
表
す
る
ま
で
至
り
、
皇
帝
の
勅
裁
に
よ
っ
て
階
次
を
正
し
た
と
い
う
逸
話
を
あ
げ
、「
国
威
」
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
高
祖
の

行
為
は
「
邦
威
ヲ
海
外
」
に
示
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
続
く
項
目
で
は
、「
師
殊
ニ
皇
室
ヲ
尊
崇
敬
虔
シ
玉
ヒ
シ
コ
ト
、太
祖
常
済
大
師
ト
斉
シ
」
と
述
べ
、

皇
室
尊
重
の
事
例
を
あ
げ
、
北
條
時
頼
の
寄
進
を
拒
否
し
、
伝
え
た
玄
明
を
擯
斥
し
て
座
下
の
土
を
掘
り
捨
て
さ
せ
た
の
は
、
寄
進
帖
を
憎
ん
だ
だ
け
で

な
く
、「
倍
（
陪
）
臣
ニ
シ
テ
国
政
ヲ
擅
ニ
セ
シ
者
ノ
献
物
ヲ
快
ト
セ
不
ル
ニ
在
リ
」
と
述
べ
、
皇
室
を
尊
ぶ
こ
と
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
と
説
き
、
皇
政

復
古
五
十
年
の
今
、
高
祖
は
こ
の
状
況
を
寂
中
に
見
て
破
顔
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
説
い
て
い
る
（
十
三
右
）。
新
到
列
位
問
題
に
際
し
て
皇
帝
に
上
奏
し
た

と
い
う
逸
話
が
史
実
で
な
い
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
り）

5
（

、
鉞
巖
が
事
実
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
は
無
理
も
な
い
の
だ
が
、
国
威

に
関
わ
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
玄
明
擯
斥
を
陪
臣
の
専
横
を
不
快
と
し
た
た
め
と
す
る
の
も
根
拠
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、

道
元
の
数
多
い
事
績
の
う
ち
、
こ
の
類
の
事
件
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
い
る
の
だ
。
鉞
巖
の
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
漢
訳
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
例
言
」
で
は
続
い
て
、文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
始
ま
る
『
正
法
眼
蔵
』
の
刊
行
の
歴
史
を
概
説
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
版
を
紹
介
し
て
い
る）

6
（

。
末
尾
で
「
本

書
ヲ
閲
ス
ル
者
ハ
、永
本
ト
与
ニ
参
読
ス
可
シ
（
閲
本
書
者
、与
永
本
可
参
読
焉
）」
と
述
べ
、永
本
（
永
平
寺
の
本
山
本
）
の
併
読
を
勧
め
て
い
る
が
、「
可
」
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は
「
与
永
本
」
の
前
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
例
言
」
は
『
正
法
眼
蔵
』
刊
行
史
の
概
説
に
続
き
、

今
茲
十
一
月
十
日
。
聖
上
、
登
極
ノ
大
礼
ヲ
挙
行
ア
ラ
セ
ラ
ル
。
是
レ
千
載
一
遇
ノ
祥
典
ナ
リ
。
乃
チ
本
書
ト
伝
光
録
ト
ヲ
漢
訳
シ
、
倶
ニ
布
鼓
ト

命
ジ
、
聖
寿
ノ
無
窮
、
宝
祚
ノ
長
久
ヲ
祝
シ
奉
ル
。
蓋
シ
歴
朝
ノ
仏
教
ヲ
宸
念
シ
玉
フ
叡
恩
、
天
壌
ニ
斉
シ
。
今
、
謹
テ
祖
典
ヲ
訳
シ
、
以
テ
仰
賀

ノ
意
ヲ
表
ス
。
是
レ
草
莽
貧
道
欽
慶
一
片
ノ
意
ナ
リ
。（
十
三
左
│
十
四
右
）

と
述
べ
て
い
る
。『
正
法
眼
蔵
』
と
『
伝
光
録
』
の
漢
訳
は
、仏
教
を
保
護
し
て
き
た
朝
廷
に
対
す
る
報
恩
の
た
め
に
な
さ
れ
た
の
だ
。
続
く
節
で
は
、朝
鮮
・

満
州
が
我
が
国
の
版
図
に
入
っ
た
国
運
拡
充
の
時
節
に
あ
た
り
、「
同
文
同
人
種
」
で
あ
る
中
国
に
高
祖
の
道
義
を
知
ら
せ
、
国
威
発
揚
に
資
し
た
い
と
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
布
教
の
思
い
と
国
威
発
揚
の
願
い
が
融
合
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
下
、『
正
法
眼
蔵
』
の
注
釈
や
道
元
の
伝
記
に
関
す
る　
『
正
法
眼
蔵
』
の
受
容
の
歴
史
に
つ
い
て
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
刊
の
瀧
谷
琢
宗

の
『
永
平
正
法
眼
蔵
顕
開
事
考
』
を
引
い
て
説
明
し
て
お
り
、
こ
の
書
は
有
益
で
あ
り
な
が
ら
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
別
に
世
に
示
し
た
い
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
後
に
漢
訳
し
、
福
山
黙
童
『
日
本
曹
洞
宗
名
称
考
』（
一
八
九
一
年
）
の
漢
訳
と
合
本
に
し
て
『
永
平
正
法
眼
蔵
知
津
布
皷
』（
円
通
寺

認
可
僧
堂
、
一
九
二
一
年
）
と
い
う
形
で
実
現
し
た
。『
正
法
眼
蔵
』
に
み
え
る
「
登
良
（
と
ら
）」
な
ど
の
和
語
表
記
に
つ
い
て
は
、『
正
法
眼
蔵
渉
典
和

語
鈔
』『
正
法
眼
蔵
和
語
梯
』
な
ど
の
書
を
参
酌
し
、
好
き
勝
手
に
「
私
臆
を
用
」
い
る
こ
と
は
避
け
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
正
法
眼
蔵
』
を
漢
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
翻
訳
ハ
義
訳
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
直
訳
ニ
止
マ
ル
。
蓋
シ
本
文
ヲ
傷
ケ
ン
コ
ト
ヲ
恐
レ
テ
ナ
リ
。
故
ニ
漢

文
ニ
純
ナ
ラ
ザ
ル
所
ロ
モ
、
亦
タ
無
キ
能
ハ
ズ
。
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
出
ヅ
。
覧
ル
者
、
異
ム
コ
ト
毋
レ
」（
十
九
右
）
と
説
い
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
書
写
や
校
正
を
手
伝
っ
た
者
た
ち
の
名
を
あ
げ
、
翻
訳
の
誤
り
を
恐
れ
、「
斯
道
ノ
著
宿
（
耆
宿
か
）」
で
あ
る
服
部
士
辰
に
閲
正
を
依
頼
し

た
と
述
べ
、
自
分
の
無
学
無
智
に
基
づ
く
不
適
切
な
部
分
に
つ
い
て
、
博
雅
の
士
の
是
正
を
願
っ
て
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
た
だ
、
服
部
士
辰
な
る
人
物
は
、

経
歴
が
不
明
だ
。
こ
の
時
期
に
名
古
屋
近
辺
で
漢
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
服
部
姓
の
人
物
と
し
て
は
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
名
古
屋
に

柳
城
吟
社
を
創
立
し
、
こ
の
地
で
漢
詩
を
盛
ん
に
し
た
服
部
擔
風
（
一
八
六
七
│
一
九
六
四
）
が
い
る
。
士
辰
は
、
あ
る
い
は
そ
の
号
の
一
つ
か
。

　
「
例
言
」
の
末
尾
は
、「
大
正
四
年
十
一
月　
　

遠
孫　

陸 

鉞
巖
謹
識
」
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
の
刊
行
は
、
巻
六
の
奥
付
に
よ
れ
ば
大
正
九
年
九
月
で
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一
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鉞
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漢
訳
の
特
質
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（
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井
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あ
る
た
め
、
五
年
遅
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
付
を
残
し
た
の
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
月
に
行
わ
れ
た
大
正
天
皇
の
即
位
の
大
礼
に
対
す
る

奉
祝
の
意
を
示
す
た
め
だ
ろ
う
。

三
、「
布
、
参
、
両
訳
対
照
」

　
「
例
言
」
に
続
く
「
布
、
参
、
両
訳
対
照
」（
以
下
、「
対
照
」
と
略
す
）
は
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、「
其
一
」
は
、『
参
註
』
の
助
字
や
訳
語
の
う
ち
、「
し

か
あ
れ
ば
則
ち
」
を
「
然
」
と
訳
し
、「
〜
も
て
ゆ
く
」
を
し
ば
し
ば
「
将
来
」
と
訳
し
、「
は
か
な
し
」
を
「
無
空
」
や
ら
「
無
墓
」
と
す
る
な
ど
、
ひ

ど
す
ぎ
る
例
を
多
く
あ
げ
て
い
る
。

　
「
其
二
」
で
は
、『
参
註
』
の
九
十
五
巻
の
漢
訳
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
か
ら
一
例
づ
つ
妥
当
で
な
い
例
を
あ
げ
、『
布
鼓
』
の
訳
例
と
対
比
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
参
註
』
に
対
す
る
鉞
巖
の
不
満
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
、
ま
た
い
か
に
是
正
し
よ
う
と
努
め
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
対
照
」
で
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
原
文
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、こ
こ
で
は
参
照
の
便
を
考
え
、大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
（
上
巻
）』（
筑
摩
書
房
、

一
九
六
四
年
）
の
該
当
す
る
原
文
を
示
し
た
。
ま
た
、
何
燕
生
氏
に
よ
る
中
国
語
の
訳
注
『
正
法
眼
蔵
』
を
改
訂
版）

7
（

（
宗
教
文
化
出
版
社
、
北
京
、
二
○

一
七
年
）
に
よ
っ
て
示
す
。
本
書
は
簡
体
字
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
対
比
の
都
合
上
、
通
行
の
新
字
と
し
た
。
な
お
、
中
国
語
の
場
合
、「
、」
と
い
う

読
点
は
日
本
の
中
黒
に
相
当
す
る
。

　

ま
ず
、「
弁
道
話
」
の
例
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。『
参
註
』
に
付
け
ら
れ
た
黒
い
圏
点
は
、
鉞
巖
が
こ
の
部
分
は
不
適
切
と
見
て
付
け
た
も
の
だ
。

原
文
：
さ
ら
に
焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
懺
・
看
経
を
も
ち
ゐ
ず
。
た
だ
し
打
坐
し
て
身
心
脱
落
す
る
こ
と
を
え
よ
。（
七
三
一
頁
）

布
鼓
：
更
不
用
焼
香
、
礼
拝
、
念
仏
、
修
懺
、
看
経
。
唯
可
打
坐
得
身
心
脱
落
矣
。（
首
巻
・
二
十
左
）

参
註
：
不
更4

用
焼
香
礼
拝
念
仏
修
懺
看
経
。
但
打
坐
得4

身
心
脱
落4

。（
同
）

何
訳
：
勿
須
更
焼
香
、
礼
拝
、
念
仏
、
修
懺
、
看
経
；
只
管
打
座
，
得
身
心
脱
落
。（
三
頁
）

　
「
弁
道
話
」
の
こ
の
文
は
、
如
浄
の
言
葉
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、『
宝
慶
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。



一
一
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堂
頭
和
尚
示
曰
、「
参
禅
者
身
心
脱
落
也
・
不
用
焼
香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
懺
・
看
経
、
祗
管
打
坐
而
已
（
参
禅
は
、
身
心
脱
落
な
り
。
焼
香
・
礼
拝
・

念
仏
・
修
懺
・
看
経
を
用
い
ず
。
祗
管
打
坐
す
る
の
み
）」（
全
集
下
巻
・
三
七
七
頁
）

　

小
川
隆）

8
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は
、道
元
を
象
徴
す
る
「
只
管
打
坐
」
の
語
は
「
ひ
た
す
ら
坐
禅
す
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
宝
慶
記
』
で
は
「
祗
管
〜
而
已
」

と
い
う
形
で
呼
応
し
て
い
る
た
め
、「
祗
管
」
は
「
ひ
た
す
ら
」
と
か
「
い
ち
ず
に
」
で
は
な
く
、「
た
だ
〜
す
る
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
だ
と
す
る
。

そ
し
て
、「
弁
道
話
」
の
「
た
だ
し
」
は
漢
文
訓
読
語
で
あ
っ
て
「
た
だ
」
と
同
義
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
祗
管
」
は
「
打
坐
し
て
身
心
脱
落
す
る
」
と
い

う
部
分
全
体
に
か
か
っ
て
お
り
、「
祗
管
（
只
管
）
打
坐
」
と
い
う
ひ
と
か
た
ま
り
の
語
で
は
な
い
と
し
、
こ
の
言
葉
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
で
さ
ら
に
次

の
よ
う
な
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
る
。

①
先
師
…
…
又
い
は
く
、「
参
禅
者
、
身
心
脱
落
也
。
不
用
焼
香
礼
拝
念
仏
修
懺
看
経
、
祗
管
坐
始
得
」（
行
持
・
下
）

②
先
師
尋
常
道
「
我
箇
裏
、
不
用
焼
香
礼
拝
念
仏
修
懺
看
経
、
祗
管
打
坐
、
弁
道
工
夫
、
身
心
脱
落
」（
仏
経
）

③
先
師
古
仏
云
、「
参
禅
者
、
身
心
脱
落
也
。
祗
管
打
坐
始
得
。
不
要
焼
香
礼
拝
念
仏
看
経
」（
三
昧
王
三
昧
）

　

す
な
わ
ち
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
は
、「
祗
管
打
坐
」
が
ひ
と
つ
の
固
ま
り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
う
え
、
①
と
③
で
は
「
〜
始
得
（
〜
し
て

始
め
て
得
し
）」
は
「
〜
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
口
語
の
句
型
に
な
っ
て
い
る
た
め
、「
只
管
《
打
坐
》
而
已
」
と
い
う
当
初
の
構
造
が
「《
只
管

打
坐
》
始
得
」
と
い
う
構
造
に
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
説
く
の
だ）

7
（

。「
た
だ
し
」
は
小
川
の
指
摘
の
通
り
で
あ
っ
てbut

やhow
ever

の
意
味
で
は

な
く
、「
た
だ
」
に
強
調
の
助
辞
の
「
し
」
を
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
た
だ
た
だ
」
と
い
っ
た
語
気
を
あ
ら
わ
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、「
え
よ
」

は
「
獲
得
せ
よ
」
で
は
な
く
、『
宝
慶
記
』
の
如
浄
の
言
葉
に
見
え
る
「
〜
始
得
（
〜
し
て
こ
そ
良
い
＝
〜
せ
ね
ば
な
ら
な
い
）」
と
い
う
言
い
回
し
が
念

頭
に
あ
っ
た
う
え
で
の
和
語
表
現
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
意
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、鉞
巖
の
訳
は
「
唯
可
〜
」

と
あ
っ
て
「
可
」
が
文
全
体
に
か
か
っ
て
お
り
、
適
切
な
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
う
え
で
、『
布
鼓
』
と
『
参
註
』
を
比
較
す
る
と
、
原
文
の
「
さ
ら
に
〜
ず
」
と
い
う
言
い
方
は
、
強
い
否
定
の
表
現
で
あ
る
「
更

不
〜
」
を
和
語
に
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、『
布
鼓
』
が
適
切
だ
。『
参
註
』
の
よ
う
に
、「
不
」
の
後
に
「
更
」
を
置
く
と
、「
〜
し
、
更
に
〜
す
る
」
と
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い
う
あ
り
方
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う）

9
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。
ま
た
、『
参
註
』
で
は
「
但
打
坐
得
身
心
脱
落
（
但
だ
打
坐
し
て
身
心
脱
落
を
得
よ
）」
と
す
る
が
、「
但

打
坐
」
と
い
う
表
現
はSAT

で
もC

B
E

TA

で
も
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、『
布
鼓
』
は
「
唯
可
〜
矣
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
形
もSAT

に
は
見
当
た
ら
な

い
が
、「
打
坐
し
て
身
心
脱
落
を
得
る
」
と
い
う
あ
り
方
全
体
を
、「
そ
れ
だ
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
と
し
て
示
そ
う
と
し
て
お
り
、
道
元
の

意
図
を
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。『
布
鼓
』
は
、『
参
註
』
の
「
更
」
の
語
と
、「
得
〜
落
」
の
部
分
の
右
に
黒
い
圏
点
を
付
し
て
お
り
、『
参
註
』

の
そ
う
し
た
部
分
の
訂
正
を
意
図
し
て
上
記
の
よ
う
な
文
に
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

次
に
、
即
心
是
仏
巻
か
ら
は
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
こ
そ
が
即
心
是
仏
で
あ
る
の
に
、
安
直
に
我
々
の
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
だ
と
考
え
、
長

い
期
間
を
か
け
て
修
行
・
涅
槃
す
る
の
は
即
心
是
仏
で
は
な
い
と
考
え
る
の
は
誤
り
だ
、
と
説
い
た
箇
所
が
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

原
文
：
即
心
是
仏
を
い
ま
だ
見
ざ
る
な
り
、
い
ま
だ
知
ら
ざ
る
な
り
、
い
ま
だ
学
せ
ざ
る
な
り
、（
上
巻
・
四
五
頁
）

布
鼓
：
未
見
未
知
未
学
即
心
是
仏
也
。（
首
巻
・
二
一
右
）

参
註
：
即
心
是
仏

4

4

4

4

。
未
見
也
。
未
知
也
。
未
学
也
。（
同
）

何
訳
：
未
見
即
心
是
仏
也
，
未
知
即
心
是
仏
也
，
未
学
即
心
是
仏
也
，（
五
五
頁
）

　
『
布
鼓
』
は
『
参
註
』
に
つ
い
て
、
動
詞
の
後
に
目
的
語
が
来
る
漢
文
の
構
造
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
語
順
の
誤
り
が
多
い
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
こ
は

そ
の
一
例
だ
。
そ
れ
を
意
識
し
す
ぎ
た
の
か
、『
布
鼓
』
は
一
つ
の
目
的
語
に
対
し
て
複
数
の
動
詞
を
重
ね
る
梵
文
の
漢
訳
に
な
ら
っ
た
語
法
に
し
て
い
る
。

た
だ
、『
大
集
経
』
の
「
未
有
未
見
未
聞
」（
大
正
一
三
・
三
九
二
上
）、『
大
智
度
論
』
の
「
未
生
未
有
未
出
未
起
」（
大
正
二
五
・
二
九
六
上
）
の
よ
う
に
漢

訳
経
論
の
用
例
は
多
い
も
の
の
、
翻
訳
く
さ
い
表
現
で
あ
っ
て
語
録
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、『
正
法
眼
蔵
』
の
語
気
を
伝
え
る
う
え
で
は

適
切
と
は
言
い
が
た
い
。

　

な
お
、
発
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
こ
そ
が
即
心
是
仏
だ
と
説
く
の
は
、
行
持
道
環
巻
と
趣
旨
が
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
は
初
期
の
如
来
蔵
思
想
や
華
厳

教
学
の
性
起
の
思
想）

10
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に
似
た
面
が
あ
る
。
そ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
、
検
討
し
た
い
。

　

次
に
、
礼
拝
得
髄
巻
で
は
、
ど
の
よ
う
な
心
の
状
態
で
あ
っ
て
も
、
頭
燃
を
払
う
よ
う
な
気
持
で
修
行
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
箇
所
に
続
く
部
分
が
と

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。



一
一
六

陸
鉞
巖
の
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
─
そ
の
漢
訳
の
特
質
─
（
石
井
）

原
文
：
か
く
の
ご
と
く
す
れ
ば
、
訕
謗
の
魔
党
に
を
か
さ
れ
ず
。（
二
四
六
頁
）

布
鼓
：
如
此
則
不
被
訕
謗
魔
党
犯
。（
首
巻
・
二
十
一
左
）

参
註
：
如
是
則
不
犯4

訕
謗
魔
党
。（
同
）

何
訳
：
如
是
不
被
訕
謗
之
魔
党
所
犯
。（
二
三
三
頁
）

　
『
参
註
』
は
「
〜
を
犯
す
」
と
い
う
能
動
の
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
論
外
だ
。
何
燕
生
訳
が
も
っ
と
も
分
か
り
や
す
い
。『
布
鼓
』
も
、「
所
」
の
語
が
無

い
が
、受
け
身
の
形
に
な
っ
て
お
り
、問
題
は
な
い
。『
布
鼓
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
参
註
』
に
は
こ
の
よ
う
な
初
歩
的
な
誤
り
が
多
い
。
原
文
に
は
「
す

な
わ
ち
」
の
語
は
な
い
が
、「
如
此
則
」
も
「
如
是
則
」
も
禅
語
録
を
含
め
て
用
例
は
多
い
。

　

画
餅
巻
で
は
、
次
の
箇
所
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

原
文
：
大
聖
は
陰
陽
を
覰
見
す
と
い
へ
ど
も
、
大
聖
陰
陽
を
測
度
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、（
二
一
三
頁
）

布
鼓
：
大
聖
雖
覰
見
陰
陽
。
大
聖
不
能
測
度
陰
陽
。（
首
巻
・
二
六
右
）

参
註
：
雖
大
聖

4

4

覰
見
陰
陽
。
不
能
大
聖

4

4

測
度
陰
陽
。（
同
）

何
訳
：
大
聖
雖
覰
見
陰
陽
，
然
大
聖
不
能
測
度
陰
陽
之
事
，（
二
一
〇
頁
）

　
『
参
註
』
は
「
雖
」
の
位
置
、「
不
能
」
の
語
が
誤
っ
て
お
り
、
後
半
は
漢
文
に
な
っ
て
い
な
い
。『
参
註
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
逆
接
や
否
定
の
表
現
に

間
違
い
が
目
立
つ
。

　

た
だ
、『
参
註
』
の
誤
り
が
多
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、
全
く
の
誤
り
と
は
言
え
な
い
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
八
大
人
覚
巻
か
ら
あ
げ
ら
れ
た
例
で
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

原
文
：
い
そ
ぎ
習
学
す
べ
き
な
り
、
緩
怠
な
る
こ
と
な
か
れ
。（
七
二
五
頁
）

布
鼓
：
可
急
習
学
也
。
毋
緩
怠
矣
。（
首
巻
・
三
三
右
）



一
一
七

陸
鉞
巖
の
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
─
そ
の
漢
訳
の
特
質
─
（
石
井
）

参
註
：
急4

可
習
学
也
。
毋
緩
怠
矣
。（
同
）

何
訳
：
当
速
習
学
，
切
莫
緩
怠
！
（
六
四
二
頁
）

　

確
か
に
、『
布
鼓
』
の
よ
う
に
「
可
」
を
「
急
習
学
」
の
上
に
置
い
て
全
体
に
か
け
る
の
が
普
通
だ
が
、『
雑
宝
蔵
経
』
の
「
急
可
起
去
。
若
不
去
者
（
急

ぎ
起
ち
去
る
べ
し
。
も
し
去
ら
ざ
れ
ば
）」（
大
正
四
・
四
八
一
中
）
や
『
付
法
蔵
因
縁
伝
』
の
「
急
可
語
（
急
ぎ
語
る
べ
し
）」（
大
正
五
〇
・
三
〇
九
中
）
の

よ
う
に
、「
急
可
〜
」
と
す
る
例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、『
布
鼓
』
と
『
参
註
』
の
「
毋
緩
怠
矣
」
と
い
う
部
分
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
は
、『
布

鼓
』
が
全
く
新
た
に
訳
文
を
作
成
し
た
の
で
は
な
く
、『
参
註
』
に
基
づ
き
つ
つ
不
適
切
な
点
を
是
正
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

四
、
思
想
内
容
に
関
わ
る
例

　
『
正
法
眼
蔵
』
で
は
、
漢
文
の
通
例
を
敢
え
て
破
る
読
み
方
を
し
て
お
り
、
そ
れ
が
道
元
独
自
の
思
想
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
有
名
だ
。
以
下
で
は
、『
布

鼓
』
の
本
文
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
代
表
的
な
例
で
あ
る
有
時
巻
の
冒
頭
を
見
て
み
る
。『
参
註
』
に
つ
い
て
は
、『
蒐
書
大
成
』
本
に
よ
る
。

原
文
： 

い
は
ゆ
る
有
時
は
、
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
。
丈
六
金
身
こ
れ
時
な
り
、
時
な
る
が
ゆ
ゑ
に
時
の
荘
厳
光
明
あ
り
。
い

ま
の
十
二
時
に
習
学
す
べ
し
。（
上
巻
・
一
八
九
頁
）

布
鼓
： 

所
謂
有
時
者
。
時
既
是
有
也
。
有
咸
時
也
。
丈
六
金
身
。
是
時
也
。
時
之
故
。
有
時
之
荘
厳
光
明
焉
。
可
習
今
之
十
二
時
矣
。（
巻
壹
・
一
右
）

参
註
： 

謂
有
時
時
。
時
已
是
有
也
。
有
皆
時
也
。
丈
六
金
身
。
是
時
也
。
時
故
有
時
荘
厳
光
明
。
応
習
学
今
十
二
時
。（
五
一
一
頁
）

何
訳
： 

謂
〝
有
時
〞
者
，
即
〝
時
〞
既
是
〝
有
〞
也
，〝
有
〞
皆
是
〝
時
〞
也
。
丈
六
金
身
是
〝
時
〞
也
，
以
是
〝
時
〞，
即
有
〝
時
〞
之
荘
厳
光
明
。

須
于
今
之
十
二
時
中
学
習
。（
一
八
五
頁
）

　
「
あ
る
時
」
と
い
う
意
味
の
副
詞
句
で
あ
る
「
有
時
」
を
、
道
元
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
分
解
し
て
品
詞
を
変
え
た
独
自
の
解
釈
を
し
て
お
り
、

何
燕
生
訳
は
中
国
人
読
者
が
誤
解
し
な
い
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
工
夫
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。「
に
」
を
「
中
（
に
お
い
て
）」
と
訳
し
て
あ
る
の
は
、「
そ



一
一
八

陸
鉞
巖
の
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
─
そ
の
漢
訳
の
特
質
─
（
石
井
）

の
こ
と
を
、
現
在
の
時
間
の
中
で
（
自
分
が
ま
さ
に
す
ご
し
て
い
る
そ
の
時
間
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
り
）
体
得
せ
よ
」
と
の
意
と
見
た
の
だ

ろ
う
。『
布
鼓
』
と
何
燕
生
訳
が
「
今
之
」
と
し
て
「
之
」
を
加
え
て
い
る
の
は
、「
今
、〜
を
学
ぶ
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
り
、

配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。『
布
鼓
』
と
『
参
註
』
は
、「
十
二
時
ニ

」
と
し
て
い
て
原
文
の
「
に
」
を
訓
点
で
示
し
て
い
る
が
、「
可
習
今
之
十
二
時
矣
」「
応
習

学
今
十
二
時
」
と
い
う
漢
文
だ
け
見
れ
ば
、「
〜
を
学
ぶ
べ
き
だ
」
と
読
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、「
〜
に
習
学
」
す
る
と
い
う
表
現
、
な
い
し
こ
れ
に
似
た
表
現
を
『
正
法
眼
蔵
』
で
検
索
す
る
と
、
伝
衣
巻
に
「
た
だ
い
た
づ
ら
に
論
師
お
よ

び
三
蔵
の
学
者
に
習
学
せ
る
名
相
の
み
な
り
」、
古
鏡
巻
に
「
か
つ
て
人
に
学
習
せ
る
に
あ
ら
ず
」、
仏
性
巻
に
「
し
か
あ
れ
ば
諸
無
の
無
は
、
無
仏
性
の

無
に
学
す
べ
し
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、「
誰
々
か
ら
習
う
、
何
々
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、

松
尾
芭
蕉
『
三
冊
子
』
の
「
松
の
こ
と
は
松
に
習
へ
、
竹
の
こ
と
は
竹
に
習
へ
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、「
い
ま
の
十
二
時
に
習
学
す
べ
し
」

の
「
に
」
は
、
単
に
そ
れ
に
教
え
て
も
ら
う
対
象
を
示
す
だ
け
で
な
く
、「
ほ
か
で
も
な
い
〜
に
就
い
て
」「
ま
さ
に
そ
の
〜
に
参
究
す
る
」
と
い
っ
た
語

気
が
感
じ
ら
れ
、
何
燕
生
訳
の
工
夫
が
納
得
さ
れ
る
。

　
「
有
時
」
と
な
ら
ん
で
有
名
な
例
で
あ
る
仏
性
巻
に
お
け
る
「
悉
有
」
の
訳
し
方
を
見
て
み
よ
う
。

原
文
： 

悉
有
の
言
は
、
衆
生
な
り
、
群
有
也
。
す
な
は
ち
悉
有
は
仏
性
な
り
、
悉
有
の
一
悉
を
衆
生
と
い
ふ
。
正
当
恁
麼
時
は
、
衆
生
の
内
外
す
な

は
ち
仏
性
の
悉
有
な
り
。
…
…
し
る
べ
し
、
い
ま
仏
性
に
悉
有
せ
ら
る
ゝ
有
は
、
有
無
の
有
に
あ
ら
ず
。（
一
四
頁
）

布
鼓
： （
悉
有
言
）
則
衆
生
也
。
群
有
也
。
即
悉
有
者
。
仏
性
也
。
悉
有
一
悉
。
謂
仏
性
焉
。
正
当
恁
麼
時
者
。
衆
生
内
外
。
即
仏
性
之
悉
有
也
。

…
…
須
知
今
為
仏
性
所
悉
有
之
有
者
。
匪
有
無
有
。（
巻
貳
・
四
五
右
）

参
註
： 

悉
有
言
者
、
衆
生
也
、
即
有
也
、
即
悉
有
者
仏
性
也
、
悉
有
一
分
云
衆
生
、
正
当
恁
麼
時
、
衆
生
内
外
、
即
仏
性
悉
有
也
、
…
…
応
知
今
為

仏
性
所
悉
有
有
、
則
非
有
無
有
、（
二
七
八
│
二
七
九
頁
）

何
訳
： 

悉
有
之
言
，
即
衆
生
也
，
群
有
也
；
即
悉
有
者
、
仏
性
也
。
悉
有
之
一
悉
，
謂
之
衆
生
。
正
当
恁
麼
時
，
衆
生
之
内
外
，
即
是
仏
性
也
之
悉

有
也
。
…
…
当
知
今
之
仏
性
悉
有
之
有
，
非
有
無
之
有
。（
二
六
│
二
七
頁
）



一
一
九

陸
鉞
巖
の
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
─
そ
の
漢
訳
の
特
質
─
（
石
井
）

　

こ
の
部
分
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
違
い
が
大
き
く
、
全
集
本
は
詳
細
な
校
異
を
示
し
て
い
る
。『
布
鼓
』
は
、「
清
本
」
で
は
「
衆
生
」
の
上

に
「
悉
有
言
」
の
字
が
あ
り
、
ま
た
「
一
悉
」
を
「
一
分
」
に
作
っ
て
い
る
と
上
段
の
注
で
記
し
、『
参
註
』
も
注
で
「
一
本
作
〜
」
と
し
て
異
同
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
完
全
な
対
比
は
で
き
な
い
が
、
三
訳
の
う
ち
、
原
文
の
「
悉
有
せ
ら
る
ゝ
」
と
い
う
受
け
身
部
分
に
最
も
対
応
し
て
い
る
の
は
、「
須

知
今
為
仏
性
所
悉
有
之
有
者
。
匪
有
無
有
（
須
く
知
る
べ
し
、
今
、
仏
性
に
悉
有
せ
ら
る
有
は
、
有
無
の
有
に
匪
ず
）」
と
訳
し
て
い
る
『
布
鼓
』
だ
。
何

燕
生
訳
は
分
か
り
や
す
い
が
、「
こ
こ
で
仏
性
悉
有
と
言
わ
れ
て
い
る
有
と
は
」
と
い
う
訳
に
な
っ
て
お
り
、受
け
身
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
『
参
註
』
は
、

「
応
知
今
為
仏
性
所
悉
有
有
、
則
非
有
無
有
（
応
に
知
る
べ
し
、
今
、
仏
性
に
悉
有
せ
ら
る
る
有
は
、
則
ち
有
無
の
有
に
非
ず
」
と
し
て
受
身
の
形
に
し
て

は
い
る
が
、「
所
悉
有
有
」
の
部
分
が
分
か
り
に
く
い
う
え
、「
則
」
は
こ
こ
で
は
強
調
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
即
」
と
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
『
正
法
眼
蔵
』
が
漢
文
の
通
常
の
読
み
方
と
は
敢
え
て
変
え
た
読
み
方
を
し
て
い
る
例
を
、
仏
性
巻
か
ら
も
う
一
例
と
り
あ
げ
よ
う
。
時
節
因
縁
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
箇
所
だ
。

原
文
： 

時
節
若
至
と
い
ふ
は
、
す
で
に
時
節
い
た
れ
り
、
な
に
の
疑
著
す
べ
き
と
こ
ろ
か
あ
ら
ん
と
な
り
。
…
…
し
る
べ
し
、
時
節
若
至
は
、
十
二

時
中
不
空
過
な
り
。
若
至
は
既
至
と
い
は
ん
が
ご
と
し
。
時
節
若
至
す
れ
ば
、
仏
性
不
至
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
時
節
す
で
に
い

た
れ
ば
、
こ
れ
仏
性
の
現
前
な
り
。
…
…
お
ほ
よ
そ
、
時
節
の
若
至
せ
ざ
る
時
節
い
ま
だ
あ
ら
ず
、
仏
性
の
現
前
せ
ざ
る
仏
性
あ
ら
ざ
る
な
り
。

（
一
七
頁
）

布
鼓
： 

時
節
若
至
者
。
既
已
時
節
至
矣
。
有
可
甚
疑
著
之
処
。
…
…
須
知
時
節
若
至
者
。
十
二
時
中
不
空
過
也
。
若
至
者
。
猶
云
既
至
焉
。
時
節
若
至
。

則
仏
性
不
至
也
。
然
則
時
節
既
至
。
則
是
仏
性
現
前
也
。
…
…
大
都
時
節
之
不
若
至
時
節
未
有
焉
。
仏
性
之
不
現
前
仏
性
不
有
也
。（
巻
貳
・

四
七
右
）

参
註
： 

時
節
若
至
者
、
既
時
節
至
、
有
可
疑
著
地
也
、
…
…
時
節
若
至
者
、
既
時
節
至
、
有
可
疑
著
地
也
、
…
…
当
知
時
節
若
至
則
十
二
時
中
不

空
過
也　

若
至
猶
言
既
至
、
時
節
若
至
則
仏
性
不
至
也　

然
則
時
節
既
至
則
是
仏
性
現
前
也
、
…
…
大
凡
時
節
之
不
若
至
時
節
未
有
也
仏
性

之
不
現
前
仏
性
不
有
也
、（
二
八
六
│
七
頁
）

何
訳
： 

所
謂
〝
時
節
若
至
〞
者
，
即
〝
時
節
既
至
，
何
有
擬
著
之
処
〞
之
謂
也
。
…
…
当
知
所
謂
〝
時
節
若
至
〞，
即
十
二
時
中
不
空
過
也
。〝
若
至
〞



一
二
〇

陸
鉞
巖
の
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
─
そ
の
漢
訳
の
特
質
─
（
石
井
）

者
，
即
〝
既
至
〞
也
。
時
節
若
至
者
，
仏
性
不
至
也
。
然
則
時
節
已
至
、
此
則
仏
性
之
現
前
也
。
…
…
大
凡
皆
未
有
時
節
不
至
之
時
節
、
未

有
仏
性
不
現
前
之
仏
性
也
。（
二
九
頁
）

　

三
訳
の
中
で
は
、『
布
鼓
』
だ
け
が
「
す
で
に
時
節
い
た
れ
り
」
の
「
す
で
に
」
を
「
既
」
で
な
く
、「
既
已
」
と
訳
し
て
い
る
の
は
、「
も
う
と
っ
く
に
」

と
い
う
点
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
り
、
語
録
の
類
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
か
。
た
だ
、「
な
に
の
疑
著
す
べ
き
と
こ
ろ
か
あ
ら
ん
」
と
い
う

反
語
の
表
現
を
き
ち
ん
と
訳
せ
て
い
る
の
は
、
何
燕
生
訳
の
み
だ
。

　

原
文
が
分
か
り
に
く
い
の
は
、「
時
節
若
至
」
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
最
初
の
二
例
の
「
時
節
若
至
」
は
、『
涅
槃
経
』

の
言
葉
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
「
時
節
若
至
す
れ
ば
」
は
、「
若
至
」
と
い
う
仮
定
を
示
す
表
現
を
名
詞
化
し
、
強
引
に
「
若
至
す
る
」
と
い
う
サ

変
動
詞）

11
（

に
し
た
言
い
方
で
あ
っ
て
、「
時
節
が
も
し
至
っ
た
な
ら
、
な
ど
と
悠
長
な
こ
と
を
言
う
な
ら
」
の
意
で
用
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
「
時
節
の
若
至
せ
ざ
る
時
節
」
と
い
う
部
分
も
、「
若
至
」
の
部
分
だ
け
を
名
詞
化
し
て
サ
変
動
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
。
何
燕
生
訳
で
は
、
さ
す
が
に

こ
の
異
様
な
形
は
中
国
語
訳
で
き
ず
、「
若
至
」
の
表
現
を
用
い
ず
に
「
未
有
時
節
不
至
之
時
節
（
未
だ
時
節
の
至
ら
ざ
る
の
時
節
有
ら
ず
）」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
原
文
で
は
「
い
ま
だ
〜
あ
ら
ず
」
の
形
で
は
な
く
、「
〜
の
時
節
い
ま
だ
あ
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
見
て
「
未
有
時
節
不
至
之
時
節
」

と
し
て
お
り
、
全
体
に
か
か
る
「
未
有
」
を
文
頭
に
起
き
、「
之
」
を
最
後
の
「
時
節
」
の
語
の
上
に
置
い
て
お
り
、
穏
当
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、『
布
鼓
』
と
『
参
註
』
は
、
と
も
に
「
若
至
」
の
語
を
動
詞
と
し
て
用
い
、
し
か
も
「
時
節
之
不
若
至
時
節
未
有
」
と
な
っ
て
お
り
、
長
す
ぎ
る
主

部
の
末
尾
に
「
未
有
」
の
語
が
来
て
い
て
落
ち
着
か
な
い
う
え
、「
之
」
も
漢
文
と
し
て
は
落
ち
着
か
な
い
位
置
に
来
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
末
尾
の
「
仏

性
の
現
前
せ
ざ
る
仏
性
あ
ら
ざ
る
な
り
」
の
漢
訳
に
お
け
る
「
あ
ら
ざ
る
」
の
訳
と
「
之
」
の
位
置
も
同
様
で
あ
っ
て
、
何
燕
生
訳
の
み
が
適
切
な
位
置

に
配
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、何
燕
生
訳
で
は
、対
句
を
意
識
し
て
「
未
有
時
節
〜
未
有
仏
性
〜
」
の
形
に
し
て
あ
る
の
に
対
し
、原
文
で
は
最
後
の
文
は
「
い

ま
だ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
で
は
な
く
「
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
た
め
か
、『
布
鼓
』
と
『
参
註
』
は
「
い
ま
だ
」
の
語
が
無
い
こ
と
を
そ
の
ま

ま
生
か
し
、「
〜
未
来
〜
不
有
」
と
い
う
形
に
し
て
あ
る
。
し
か
し
、「
〜
の
時
節
い
ま
だ
あ
ら
ず
、
仏
性
の
現
前
せ
ざ
る
仏
性
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う

流
れ
を
見
る
限
り
、「
い
ま
だ
」
の
語
は
「
時
節
あ
り
」
だ
け
で
な
く
、
明
快
な
形
で
は
な
い
も
の
の
、
実
質
と
し
て
は
「
仏
性
あ
り
」
に
ま
で
か
か
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

な
お
、
即
心
是
仏
巻
に
も
、
通
常
の
漢
文
で
は
な
い
表
現
を
敢
え
て
用
い
て
独
自
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
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原
文
：
あ
る
い
は
即
心
是
仏
を
参
究
し
、
心
即
仏
是
を
参
究
し
、
仏
即
是
心
を
参
究
し
、
即
心
仏
是
を
参
究
し
、
是
仏
心
即
を
参
究
す
。（
四
四
頁
）

布
鼓
：
或
参
究
即
心
是
仏
。
参
究
心
即
仏
是
。
参
究
仏
即
是
心
。
参
究
即
心
仏
是
。
参
究
是
仏
心
即
矣
。（
巻
壹
・
二
五
左
）

参
註
：
或
参
究
即
心
是
仏
、
参
究
心
即
仏
是
、
参
究
仏
即
是
心
、
参
究
即
心
仏
是
、
参
究
是
仏
心
即
、（
七
六
頁
）

何
訳
：
或
参
究
〝
即
心
是
仏
〞，
参
究
〝
心
即
仏
是
〞，
参
究
〝
仏
即
是
心
〞，
参
究
〝
即
心
仏
是
〞，
参
究
〝
是
仏
心
即
〞。（
五
四
│
五
頁
）

　

原
文
の
う
ち
、「
仏
即
是
心
」
は
漢
文
と
し
て
あ
り
う
る
が
、「
心
即
仏
是
」「
即
心
仏
是
」「
是
仏
心
即
」
は
、
漢
文
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。「
心
即

仏
是
」
は
、
心
と
は
「
仏
是
（
仏
と
は
〜
だ
、
〜
と
は
仏
が
ま
さ
に
そ
れ
だ
）」
と
言
わ
れ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
、「
即
心
仏
是
」
は
、
心
こ
そ
が
「
仏

是
」
と
言
わ
れ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
、「
是
仏
心
即
」
は
、「
〜
が
仏
だ
」
と
い
う
の
は
「
心
即
（
心
と
は
ま
さ
に
〜
だ
）」
と
言
わ
れ
る
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
何
燕
生
訳
で
は
、
こ
う
し
た
面
は
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
特
異
な
表
現
を
ダ
ブ
ル
ク
オ
ー
ト
で

く
く
っ
て
原
文
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
注
で
こ
の
箇
所
の
「
即
心
是
仏
」
理
解
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
他
の
箇
所
と
同
様
に
創
意
に
富
む
と
記
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
表
現
は
文
法
の
間
違
い
で
は
な
く
、
意
図
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
布
鼓
』
と
『
参
註
』
は
、

原
文
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
た
め
、
原
文
を
知
ら
な
い
人
が
こ
の
漢
訳
部
分
だ
け
を
読
め
ば
、
文
字
の
誤
り
か
と
思
う
可
能
性
が
あ
る
。

五
、『
冠
註 

普
勧
坐
禅
儀
・
坐
禅
用
心
記
』
の
訳
と
の
比
較

　

別
稿
で
触
れ
た
よ
う
に
、
鉞
巖
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
漢
訳
に
取
り
組
ん
だ
最
初
は
、
曹
洞
宗
大
学
林
在
学
中
に
著
し
た
『
冠
註 

普
勧
坐
禅
儀
・
坐
禅
用

心
記
』（
鴻
盟
社
、
一
八
八
六
年
）
の
う
ち
、『
坐
禅
用
心
記
』
の
註
で
『
正
法
眼
蔵
』
の
文
を
引
用
し
た
箇
所
だ
。『
正
法
眼
蔵
』
の
こ
の
巻
を
「
参
看
」

せ
よ
と
い
う
指
示
が
多
い
が
、
道
得
巻
か
ら
は
、
次
の
文
章
を
漢
訳
し
て
い
る
。『
冠
註
』
は
返
り
点
と
訓
点
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
句
読
点
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
比
較
の
都
合
上
、『
布
鼓
』
に
合
わ
せ
た
形
で
つ
け
て
お
く
。

原
文
： 

諸
仏
諸
祖
は
道
得
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
仏
祖
の
仏
祖
を
選
す
る
に
は
、
か
な
ら
ず
道
得
也
未
と
問
取
す
る
な
り
。
こ
の
問
取
、
こ
こ
ろ
に

て
も
問
取
す
、
身
に
て
も
問
取
す
、
拄
杖
拂
子
に
て
も
問
取
す
、
露
柱
燈
籠
に
て
も
問
取
す
る
な
り
。
仏
祖
に
あ
ら
ざ
れ
ば
問
取
な
し
、
道
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得
な
し
。
そ
の
と
こ
ろ
な
き
が
ゆ
ゑ
に
。（
三
〇
一
頁
）

冠
註
： 

諸
仏
諸
祖
者
道
得
也
。
是
故
仏
祖
撰
仏
祖
。
必
問
取
道
得
也
未
。
此
問
取
於
心
問
取
。
於
身
問
取
。
於
露
柱
灯
籠
問
取
。
非
仏
祖
無
問
取
。

無
道
得
。（
十
八
右
│
左
）

布
鼓
： 
諸
仏
諸
祖
者
。
道
得
也
矣
。
是
故
仏
祖
之
選
仏
祖
。
則
必
問
取
道
得
也
未
。
此
之
問
取
。
於
心
亦
問
取
。
於
身
亦
問
取
。
於
拄
杖
拂
子
亦
問
取
。

於
露
柱
灯
籠
亦
問
取
也
。
非
仏
祖
。
則
没
問
取
。
没
道
得
。（
巻
参
・
八
六
右
）

参
註
： 

諸
仏
諸
祖
者
道
得
也
、
所
以
仏
祖
選
仏
祖
、
則
必
問
取
道
得
也
未
也
、
斯
之
問
取
心
而
問
取
、
身
而
問
取
、
拄
杖
拂
子
而
問
取
、
露
柱
灯
籠

而
問
取
也
。
非
仏
祖
則
無
問
取
無
道
得
。（
八
〇
八
頁
）

何
訳
： 

諸
仏
諸
祖
者
，
道
得
也
。
所
以
，
仏
祖
之
選
仏
祖
時
，
必
問
取
〝
道
得
也
未
〞。
此
問
取
，
或
于
心
而
問
取
、
或
于
身
而
問
取
、
或
于
拄
杖
拂

子
而
問
取
、
或
于
露
柱
灯
籠
而
問
取
。
若
非
仏
祖
，
則
無
問
取
，
無
道
得
。（
二
八
三
頁
）

　
『
冠
註
』
で
は
、「
選
」
を
「
撰
」
と
誤
記
し
て
お
り
、「
拄
杖
拂
子
に
て
も
問
取
す
」
の
句
が
脱
け
て
い
る
。『
冠
註
』
で
「
仏
祖
撰
仏
祖
、
必
問
取
〜
」

と
あ
っ
た
部
分
は
、『
布
鼓
』
で
は
「
所
以
仏
祖
之
選
仏
祖
、
則
必
問
取
〜
」
と
改
め
ら
れ
、「
所
以
」
と
し
て
い
る
点
、「
仏
祖
之
」
と
あ
っ
て
「
之
」
が

加
え
ら
れ
て
い
る
点
、「
則
」
で
受
け
て
い
る
点
は
何
燕
生
訳
と
等
し
く
な
り
、
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
。
た
だ
、
何
燕
生
訳
で
は
「
仏
祖
之
〜
時
」
と
な
っ

て
い
て
「
之
」
は
名
詞
で
あ
る
「
時
」
に
か
か
っ
て
お
り
、こ
ち
ら
の
方
が
落
ち
着
く
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
原
文
の
「
〜
に
て
も
問
取
す
」
の
「
に
て
も
」

は
「
〜
に
お
い
て
も
／
対
し
て
も
」
な
の
か
「
〜
に
よ
っ
て
も
」
な
の
か
明
確
で
な
い
表
現
だ
が
、「
も
」
に
つ
い
て
は
、
何
燕
生
訳
が
「
或
〜
或
〜
」
と

し
て
い
る
の
に
対
し
、『
布
鼓
』
で
は
「
亦
」
で
示
そ
う
と
し
て
お
り
、
示
さ
れ
て
い
な
い
『
冠
註
』
や
『
参
註
』
よ
り
は
原
文
に
忠
実
に
訳
そ
う
と
す
る

姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

　

如
来
全
身
巻
に
つ
い
て
は
、『
法
華
経
』
法
師
品
が
、『
法
華
経
』
を
「
若
し
く
は
説
き
、
若
し
く
は
読
み
、
若
し
く
は
誦
し
、
若
し
く
は
書
き
、
若
し

は
経
巻
所
住
の
処
」
に
は
塔
を
建
て
る
べ
き
だ
が
、
舎
利
を
安
置
す
る
必
要
が
な
い
の
は
、「
此
中
已
有
如
来
全
身
（
此
の
中
、
已
に
如
来
の
全
身
有
り
）」

と
い
う
理
由
だ
と
説
い
た
部
分
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
た
箇
所
を
、
こ
う
訳
し
て
い
る
。

原
文
： 

い
は
ゆ
る
経
巻
は
、
若
説
こ
れ
な
り
、
若
読
こ
れ
な
り
、
若
誦
こ
れ
な
り
、
若
書
こ
れ
な
り
。
…
…
此
中
已
有
如
来
全
身
は
、
経
巻
こ
れ
全



一
二
三

陸
鉞
巖
の
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
─
そ
の
漢
訳
の
特
質
─
（
石
井
）

身
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
若
説
・
若
読
・
若
誦
・
若
書
等
、
こ
れ
如
来
全
身
な
り
。（
五
三
六
頁
）

冠
註
： 
所
謂
経
巻
者
。
若
説
是
也
。
若
読
是
也
。
若
誦
是
也
。
若
書
是
也
。
乃
至
此
中
已
有
如
来
全
身
者
、経
巻
是
全
身
也
。
然
則
若
読
若
誦
若
書
等
。

是
如
来
全
身
也
。（
十
八
左
）

布
鼓
： 

所
謂
経
巻
者
。
若
説
是
也
。
若
読
是
也
。
若
誦
是
也
。
若
書
是
也
。
…
…
此
中
已
有
如
来
全
身
者
。
経
巻
是
全
身
也
。
然
則
若
読
若
誦
若
書
等
。

是
如
来
全
身
也
。（
巻
五
・
四
三
右
）

参
註
： 

謂
経
巻
者
、
若
説
是
也
、
若
読
是
也
、
若
誦
是
也
、
若
書
是
也
。
…
…
此
中
已
有
如
来
全
身
者
、
経
巻
是
全
身
也
、
然
若
読
若
誦
若
書
等
、

是
如
来
全
身
也
。（
三
三
七
頁
）

何
訳
： 

謂
経
巻
者
，
若
説
是
也
，
若
読
是
也
，
若
誦
是
也
，
若
書
是
也
。
…
…
〝
此
中
已
有
如
来
全
身
〞
者
、
経
巻
是
全
身
也
。
是
故
，〝
若
説
，
若
読
，

若
誦
，
若
書
〞
等
、
是
如
来
全
身
也
。（
四
八
八
頁
）

　

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、『
冠
註
』
と
『
布
鼓
』
は
異
な
っ
て
お
ら
ず
、『
参
註
』
と
の
違
い
は
『
参
註
』
が
「
し
か
あ
れ
ば
」
を
「
然
」
と
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、『
冠
註
』
と
『
布
鼓
』
で
は
「
然
則
」
と
し
て
い
る
こ
と
だ
け
だ
。
む
ろ
ん
、
逆
接
と
受
け
取
ら
れ
る
「
然
」
よ
り
、
順
接
で
理
由
を
あ
ら

わ
す
「
然
則
」
の
方
が
適
切
だ
が
、
ど
の
訳
も
あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
学
林
在
学
中
に
著
し
た
『
冠
註
』
で
は
、
漢
文
に
訳
し
や
す

い
箇
所
、
解
釈
が
異
な
り
に
く
い
箇
所
を
選
ん
で
漢
訳
し
、
厄
介
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、「
可
参
看
（
参
看
す
べ
し
）」
と
指
示
す
る
に
止
め
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
は
、
袈
裟
功
徳
巻
の
文
の
引
用
か
ら
も
知
ら
れ
る
。『
冠
註
』
で
は
、「
正
法
眼
蔵
袈
裟
功
徳
章
云
」
と
し
て
、「
袈
裟
言
有
三
衣
。
五
条
衣
七

条
衣
九
条
衣
等
大
衣
也
。
唯
受
此
三
衣
。
不
畜
余
衣
。
唯
用
三
衣
。
供
身
事
足
」（
二
十
二
左
）
と
記
し
、「
塔
袈
裟
法
。
可
参
看
彼
文
」
と
述
べ
て
『
正

法
眼
蔵
』
の
そ
の
箇
所
を
見
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
漢
文
で
書
か
れ
て
い
た
部
分
を
引
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

　

お
そ
ら
く
鉞
巖
は
、『
参
註
』
に
不
満
を
抱
き
な
が
ら
も
、
新
し
い
漢
訳
を
示
す
だ
け
の
自
信
が
な
く
、
は
が
ゆ
さ
を
噛
み
し
め
つ
つ
、
い
つ
か
正
確
な

漢
訳
を
示
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
布
教
師
と
し
て
赴
い
た
台
湾
で
は
、
漢
訳
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
鉞
巖

を
『
正
法
眼
蔵
』
と
『
伝
光
録
』
の
漢
訳
と
い
う
難
事
業
に
取
り
組
ま
せ
た
の
は
、
こ
の
漢
訳
に
よ
っ
て
大
正
天
皇
の
即
位
の
大
礼
を
奉
祝
し
た
い
と
い

う
思
い
だ
っ
た
よ
う
だ
。
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結　

論

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
布
鼓
』
は
不
充
分
な
が
ら
も
、『
参
註
』
よ
り
は
和
習
が
少
な
く
、原
文
の
意
図
を
生
か
そ
う
と
努
め
て
い
た
。
た
だ
、『
参

註
』
は
注
が
付
さ
れ
て
い
て
典
拠
も
示
さ
れ
て
お
り
、
本
光
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
そ
の
よ
う
な
漢
訳
に
し
た
の
か
が
多
少
は
分
か
る
の
に
対
し
、『
布
鼓
』

は
漢
訳
の
み
で
あ
る
た
め
、
そ
の
点
は
不
利
と
言
え
よ
う
。
鉞
巖
は
、「
正
法
眼
蔵
布
鼓
の
次
第
」
で
は
、「
註
も
亦
欠
練
」
と
い
う
項
目
で
、『
参
註
』
の

註
は
文
章
に
誤
り
が
あ
る
う
え
、
冗
長
で
あ
り
、
典
拠
の
指
示
も
不
充
分
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
簡
潔
な
例
と
し
て
は
、『
維
摩
経
』
の
僧
肇
註
、
法

蔵
の
『
起
信
論
義
記
』、
俗
書
と
し
て
は
『
荘
子
』
の
郭
象
注
、『
老
子
』
の
王
弼
注
な
ど
を
あ
げ
、
契
嵩
の
『
輔
教
編
』
の
自
註
は
「
博
学
を
衒
ふ
為
」
か

く
ど
く
ど
し
く
て
嘲
笑
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
二
右
）。
外
典
で
あ
る
郭
象
注
や
王
弼
注
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
親
し
ん
で
い
た
た
め
で
あ
っ
て
、

そ
れ
だ
け
漢
文
に
自
信
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。

　

こ
う
し
た
部
分
を
読
め
ば
、
鉞
巖
が
『
参
註
』
を
い
か
に
腹
立
た
し
く
思
っ
て
い
た
か
分
か
る
が
、「
正
法
眼
蔵
布
鼓
の
次
第
」
で
は
、
厳
し
く
批
判
し

つ
つ
、
後
半
で
は
『
参
註
』
の
こ
と
を
「
卓
た
る
偉
業
」
と
称
え
、
私
財
で
刊
行
し
た
弟
子
の
俊
昶
に
つ
い
て
も
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
両
名
を
意
識
し
、

そ
れ
を
超
え
て
海
外
へ
の
布
教
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
た
の
だ
ろ
う
。
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
台
湾
布
教
師
と
な
っ
て
お
り
な
が
ら
、
そ
の
地
の
学
識
あ
る

僧
侶
や
居
士
と
交
流
を
続
け
、
漢
訳
を
検
討
し
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
む
ろ
ん
、『
正
法
眼
蔵
』
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た
僧
や
居
士
は
当
時
は
い

な
か
っ
た
ろ
う
が
、
漢
文
の
誤
り
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。「
例
言
」
の
末
尾
で
は
、『
布
鼓
』
に
は
誤
り
が
多
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を

述
べ
、「
博
雅
ノ
彦
哲
、
是
正
ニ
吝
ナ
ル
コ
ト
毋
レ
」
と
述
べ
て
し
め
く
く
っ
て
い
る
。『
参
註
』
よ
り
は
優
れ
て
い
る
と
い
う
自
信
は
持
っ
て
い
た
だ
ろ

う
が
、
難
解
な
『
正
法
眼
蔵
』
の
漢
訳
に
長
年
取
り
組
ん
で
苦
労
し
て
き
た
だ
け
に
、
完
全
に
正
し
く
漢
訳
で
き
た
と
は
自
分
で
も
考
え
て
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
『
布
鼓
』
を
含
め
、『
正
法
眼
蔵
』
の
外
国
語
訳
、
と
り
わ
け
漢
文
訳
・
中
国
語
訳
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
、『
正
法
眼
蔵
』
の
独
自
さ
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
一
助
と
な
る
は
ず
だ
。
本
稿
で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
道
元
が
経
典
や
語
録
を
『
正
法
眼
蔵
』
と
共
通
す
る
独
自
な

仕
方
で
訓
読
し
て
い
た
か
を
示
す
振
り
が
な
や
送
り
が
な
が
付
さ
れ
た
真
字
『
正
法
眼
蔵）

12
（

』
は
、
そ
の
際
の
き
わ
め
て
有
益
な
材
料
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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註（1
）
石
井
公
成
「『
正
法
眼
蔵
』
の
漢
訳
者
、
陸
鉞
巖
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
七
十
巻
第
二
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
予
定
）。

（
2
）『
却
退
一
字
参
』
に
つ
い
て
は
、
本
書
を
収
録
し
た
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成　

十
八
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年
）
に
お
け
る
河
村
孝
道
の
解
題
、「「
正
法

眼
蔵
却
退
一
字
参
」
に
就
い
て
」
を
参
照
。

（
3
）『
布
鼓
』
に
は
返
り
点
と
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
下
で
は
必
要
な
箇
所
以
外
は
そ
れ
に
基
づ
い
た
訓
読
文
で
示
す
。

（
4
）
仙
英
に
つ
い
て
は
、福
田
真
由
美
「
仏
洲
仙
英
と
井
伊
直
弼
」（『
宗
学
研
究
』
第
四
十
号
、一
九
九
八
年
三
月
）、仙
英
本
『
伝
光
録
』
に
つ
い
て
は
、山
端
昭
道
「「
伝
光
録
」

仙
英
本
と
可
睡
斎
蔵
本
に
つ
い
て
」（『
宗
学
研
究
』
第
十
三
号
、
一
九
七
一
年
三
月
）。
仙
受
に
つ
い
て
は
、
横
尾
賢
宗
「
禅
定
回
復
翁
信
叟
仙
受
和
尚
」（『
修
養
世
界
』

第
六
巻
第
一
号
、
一
九
一
七
年
一
月
）。

（
5
）
論
争
と
な
っ
た
こ
の
問
題
に
関
す
る
最
新
の
論
文
は
、
永
井
賢
隆
「
新
到
列
位
問
題
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
第
四
七
号
、

二
○
一
四
年
五
月
）。

（
6
）明
治
以
後
の
刊
行
の
歴
史
と
そ
こ
に
見
え
る
曹
洞
宗
教
団
の
志
向
に
つ
い
て
は
、熊
本
英
人「
近
代
に
お
け
る『
正
法
眼
蔵
』の
刊
行
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
四
十
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
七
年
十
二
月
）。

（
7
）二
〇
〇
三
年
に
宗
教
文
化
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
本
書
に
つ
い
て
は
、小
川
隆
の
新
刊
書
紹
介「
何
燕
生
訳
注『
正
法
眼
蔵
』（『
傘
松
』七
二
六
号
、二
〇
〇
四
年
三
月
）

で
は
、
機
械
的
な
逐
語
訳
に
す
る
や
り
方
と
妙
に
分
か
り
や
す
く
し
た
浅
薄
な
訳
し
方
と
い
う
「
両
端
の
間
で
苦
し
み
つ
つ
、
中
国
の
文
語
文
と
し
て
は
最
低
限
の
体
を

為
し
、
し
か
し
日
本
人
が
原
文
を
読
ん
で
感
ず
る
程
度
に
は
意
味
不
明
で
あ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
困
難
な
一
線
を
非
常
な
忍
耐
に
よ
っ
て
持
ち
勘
え
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
」（
八
四
頁
下
）
と
評
価
し
て
い
る
。

（
8
）
小
川
隆
「「
只
管
」
と
い
う
こ
と
」（『
春
秋
』
第
五
五
二
号
、
二
〇
一
三
年
十
月
）。

（
9
）
こ
う
し
た
否
定
表
現
、
受
け
身
、
副
詞
の
位
置
な
ど
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
』（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
が
整
理
し
て
お
り
、

仏
教
漢
文
を
検
討
す
る
際
も
有
益
だ
。

（
10
）
石
井
公
成
『
華
厳
教
学
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
）
で
は
智
儼
の
性
起
思
想
に
つ
い
て
、「
如
来
智
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
衆
生
の
修
行
は
、
大

菩
提
な
い
し
流
通
舎
利
と
い
う
形
で
結
実
し
、
他
の
衆
生
を
教
化
利
益
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
衆
生
の
発
心
か
ら
涅
槃
・
流
通
舎
利
に
至
る
全
過

程
は
、
遍
満
す
る
如
来
智
、
つ
ま
り
果
と
し
て
の
法
身
の
活
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、
法
身
の
活
動
は
そ
う
し
た
法
身
で
あ
る
如
来
智
を
本
有
と
し
て
有
す
る
当
の
衆
生
へ

の
教
化
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
が
修
行
し
、
菩
提
を
得
、
説
法
し
、
涅
槃
し
て
舎
利
を
流
通
す
る
と
い
う
形
で
他
の
衆
生
へ
の
教
化
と
な
る
の
で
あ
る
」

と
述
べ
た
（
九
九
頁
）。

（
11
）
道
元
に
お
け
る
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
は
、
田
島
毓
堂
が
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
分
析
（
そ
の
1
）
│
」（
見
理
文
周
・
田
島
毓
堂
編
『
道
元
思
想
大
系
18　

思
想

篇　

第
十
二
巻
│
道
元
の
著
作
と
文
学
・
語
学
│
』
同
朋
社
、
一
九
九
五
年
）
を
初
め
と
す
る
一
連
の
論
文
で
、
国
語
学
の
立
場
か
ら
詳
細
な
検
討
を
し
て
い
る
。
田
島

は
ま
た
、「
活
動
す
る
」
の
よ
う
な
一
般
的
な
サ
変
動
詞
と
違
い
、
現
代
の
若
者
た
ち
が
用
い
る
「
カ
フ
ェ
す
る
」
な
ど
の
変
格
的
な
用
法
に
つ
い
て
「
非
動
作
性
名
詞
の

サ
変
動
詞
語
幹
化
用
法
の
意
味
と
特
徴
」（『
現
代
日
本
語
研
究
』
第
十
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
で
と
り
あ
げ
、「
名
詞
部
分
を
使
用
者
が
ど
の
よ
う
に
認
知
し
て
い
る
か



一
二
六

陸
鉞
巖
の
『
正
法
眼
蔵
布
鼓
』
─
そ
の
漢
訳
の
特
質
─
（
石
井
）

に
よ
っ
て
意
味
が
作
ら
れ
て
い
る
」
た
め
、「
語
の
意
味
は
文
脈
や
使
用
者
に
よ
っ
て
異
な
」
る
と
述
べ
（
二
十
四
頁
）、
仲
間
う
ち
の
「
隠
語
的
特
徴
を
持
」
ち
、
会
話

促
進
の
た
め
に
「
省
略
や
新
し
い
語
形
、
本
来
の
意
味
を
変
え
た
も
の
が
多
」
く
、「
規
範
か
ら
の
解
放
を
求
め
た
自
由
と
遊
び
」
と
い
う
面
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
三
十
一
頁
）。
道
元
の
場
合
も
、
強
引
な
サ
変
動
詞
の
形
で
表
現
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
以
上
、
そ
う
し
た
表
現
法
を
分
類
し
て
年
代
に
よ
る
変
化
や
説
く
内
容
・
相
手
に

よ
る
違
い
そ
の
他
を
精
査
す
べ
き
だ
ろ
う
。

（
12
）河
村
孝
道
が
大
き
く
進
展
さ
せ
た
真
字『
正
法
眼
蔵
』の
研
究
史
と
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
は
、石
井
修
道「
真
字『
正
法
眼
蔵
』の
諸
問
題
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』

第
二
一
号
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）
参
照
。「
金
沢
文
庫
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
訳
注
研
究
（
一
）」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）

に
始
ま
る
一
連
の
小
川
隆
ら
の
訳
注
研
究
は
、
仮
字
『
正
法
眼
蔵
』
の
生
成
過
程
を
探
る
た
め
の
重
要
な
基
礎
作
業
と
な
っ
て
い
る
。


